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	暑い暑いこの夏をやり過ごし思ったことは


　台風十八号が関東地方にも大きな爪痕を残し足早に去っていった翌日、九月十七日の朝はひんやりするほどで、秋本番を思わせる一日でした。同時に、結構体にこたえた今夏の酷暑を乗りっきり、「生命永らえた」ことに、心から「やれやれ」といった安堵の想いが広がる一日でもありました。
　さて、私は「いちょう会」のほか、二つばかりの退職者会の役員を務めていますが、どの退職者会も七月から八月は「夏休み」で会議もありません。いきおい、毎日、家でゴロゴロということになりますが、妻は、毎日仕事に出かけ、帰って来るのは午後六時半過ぎとなるため、私は、小百合（飼い犬）と二人きりで、日中は、暑さに喘いで暮らす毎日となります。
　八月も終わりとなって頃、ふと、「この一週間、朝夕の「小百合の
散歩で犬仲間と交わす挨拶の他、ほとんど人と口をきいていない」
ことに気づき、夜、やたらとイライラし、妻に当り散らする原因に思い当たりました。我が愛犬・小百合は、話しかけても首をかしげるばかりで、口をきいてくれませんから。
　思うに、人は人と会話することで、我が心の有り様に気づき、心の平衡を保っているのでしょう。「老人を長く一人にしておくとボケる」とよく言いますが、人は人と接し、会話を楽しむことがないと、心が次第に萎えてくるのかもしれません。
　そういえば、ちょっと前になりますが、朝日新聞の「天声人語」の欄にこんな話が掲載されていました。
　天声人語子の先輩曰く。
　第二の人生には、「教養、教育」が大事だと。
　「教養」とは、「今日、用事がある」であり、「教育」とは、「今日行くところがある」ということ。
　メモをしていないため、正確さは欠きますが、こんなことが掲載
されていました。
　要は、積極的に用事を作り、積極的に出かけ、人と交じり、人と語ることが大事だと理解した次第です。
　大変気候の良い季節となりました。芸術の秋、食欲の秋です。重い腰を挙げて、ちょっとそこまで出かけて、友人、知人との会話を楽しんではどうでしょう。それがいちょう会の行事であればなお結構ですが。（永井　碩夫）
　
	いちょう会
ホームページを開設
　パソコンを良くする人は、一度ホームページを開いてみてください。
　いちょう会の案内が掲載されています。
　ホームページを開くのは、
　「県退職者いちょう会」
で検索！


	三単産・地公退高齢者集会、全国高齢者集会


	三単産・地公退高齢者集会


九月十四日（土）は、三単産・地公退高齢者集会。午後一時から東京・一ツ橋の日本教育会館で開催されたこの集会には、いちょう会から七名の役員が参加しました。
　集会は、主催者あいさつに続いて退職者連合・阿部会長、民主党・神本参議院議員、社民党・福島参議院議員の来賓挨拶を受けた後、地公退の課題、進むべき方向などをまとめた基調報告、この一年間の地公退の活動をまとめた地公退報告がありました。
　休憩を挟んで、「安倍政権と憲法・安保・地位協定」と題し、前泊博盛沖縄国際大学大学院教授の講演があり、集会宣言、スローガンを採択し、最後に西澤地公退
会長の音頭で、団結頑張ろうを三唱して閉会しました。
この集会の詳しい報告は紙面の都合上省きますが、参考に二ページに大会宣言を、五ページに基調報告の主要部分を掲載します。
（注）　三単産＝自治労、日教組・全水道　（昨年までは四単産でしたが、都市交通が自治労に加盟しましたので、三単産となりました。）地公退＝地方公務員退職者協議会
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	全国高齢者集会


　旧敬老の日の九月十五日（日）は、退職者連合主催の全国高齢者集会。一時三十分から東京・日比谷公園の日比谷公会堂で開催されたこの集会には、いちょう会から四名の役員が参加しました。
　集会は、主催者挨拶に続いて、古賀連合会長が挨拶を述べ、中川民主党幹事長代理、福島社民党参議院議員などの来賓挨拶を受け、現状分析、対政府要求をまとめた基調報告がありました。
次いで、地域からの報告として、福島県高退連から「東日本大震災被災地から」、石川県退連から「里山を守る取り組み」、茨城県高退連から「車いすの清掃・整備活動」の報告があり、最後に集会宣言、団結頑張ろうを三唱して閉会しました。
　なお、第二部として、ＮＨＫみんなの体操でおなじみの青山敏彦先生の指導で、筋肉をほぐし、血行をよくする体操を元気いっぱいに行いました。
　当日は、早朝から、台風十八号の影響で、神奈川県内も強い雨が降りましたが、集会に出かける頃には雨も止み、無事集会に参加することができました。
　しかし、集会後予定されていた日比谷公園―銀座―東京駅八重洲口のデモは、天候の急変を心配して、中止となりました。
　＊　＊　＊　＊　＊　＊　
報告しましたこの二つの集会について、「いちょう会ニュース九十二号」で参加者を募りましたが、残念ながら一般の参加者はゼロでした。これからもこうした集会の参加者を募りますから、ご参加下さい。
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	三単産・地公退高齢者集会基調報告から抜粋


	社会保障と税の一体改革


民主党政権下で進められた「社会保障と税の一体改革」は、提出された関連法案の大半が一部修正された後、三党合意のもと二〇一二年八月に民主・国民新党・自民・公明の与野党各党の賛成多数で成立いたしました。残された課題については政権交代後も継承され、年金・医療・介護等の各分野の課題については「社会保障制度国民会議」で審議されてきました。その結果、二〇一三年八月六日、国民会議は各分野に関する制度改革を提言する報告書を安倍総理大臣に提出しました。報告書では、全世代型社会保障の考え方や、医療、介護、子育て支援の社会化を強調し、そのための社会保
能負担が明記されました。しかし、高齢者医療制度の抜本改革が示されていない等、不十分なものでした。今後は、八月二十一日に閣議決定されたプログラム法案に沿ってこの報告書を踏まえた社会保障制度の見直しが進められることから、その動向を注視し、連合・退職者連合に結集して必要な対策をとっていくことが重要となっています。
	安心・信頼できる
医療・医療保険制度の確立を


　また、「社会保障と税の一体改革」では、消費税率を二〇一四年四月に八％に、二〇一五年十月に十％に引き上げることを決定しましたが、安倍総理大臣は経済状況を見定め今秋までに消費税率を予定通り引き上げるか最終判断するとしています。積極的社会保障とその財源確保、消費税のみに偏らない所得税・法人税の適切な課税、消費税の制度的課題の解決を目指して、引き続き取り組みを強化することが重要となっています。
	安心・信頼できる
公的年金制度の確立を


二〇一二年八月に成立した被用者年金一元化法では、公務員、私学教職員とも二〇一五年十月から報酬比例部分の共済年金は厚生年金に統一されるとともに、共済年金職域部分は廃止され、新たに「年金払い退職給付」として支給されることになりました。
また、恩給制度から共済年金に移行する前に、公務員となった退職者への年金給付のために投入されている公費「追加費用」は一定の緩和措置をとるものの、二十七％削減されることになりました。
国民会議の報告書では、医療保険制度については、国民健康保険の保険者を都道府県にとすることが明記され、都道府県化のために被用者保険への全面総報酬割導入で不要となる税財源を国民健康保険に投入するとの考え方が示されました。しかし、現行高齢者医療制度を温存しようとしていることは問題です。
	介護保険制度の一層の充実を


国民会議の報告書では、範囲の適正化、効率化、重点化として、予防給付の見直しや利用者負担の見直しが明記されました。しかし、税財源の投入先についての具体的な提起はほとんど示されず、むしろ予防給付を新たな地域包括推進事業（仮称）に移行する案が示されたことは、介護の重度化防止という観点から問題であると言わざるを得ません。
	味の素工場見学会
１日時　2013年10月18日（金）
　　９時集合
２集合　JR横浜駅みどりの窓口付近
３行程  京急横浜駅―京急川崎駅―鈴木町駅―味の素工場見学―川崎大師参拝―昼食
４費用　交通費プラス
昼食代（2,500円程度）
５その他　（１）小雨決行
　　　　　（２）工場見学は1時半程度
　　　　　（３）川崎近辺にお住まいの方で、「味の素」に直行したい方は、事務局にお申し出ください。
６当日の緊急連絡先

　　　松島事務局長
　　　　　携帯　　090-2904-4772
７参加申込
　　　10月10日（木）までに、事務局ま
で申し込んでください。
   ☎o45-201-2961(自治労県職労)


	「銀杏」第12号原稿募集
　毎年発行している「銀杏」も、今年度は数えて12号となります。日頃の暮らしぶりを会員の皆様に紹介し、あるいは第２の人生の生き方を提案するなど、すっかり皆様の間に定着した感があります。

　ますます充実した「銀杏」にしていくために、多くの皆さんの投稿をお待ちしています。
　
募　集　要　領
· 内　容
　　１　近況報告、雑感、旅行記、活動報告
　　　　など
　　２　俳句、川柳、短歌、詩など
　　３　同好会のお知らせ、会員募集など
　　　　＊学術論文的なもの、難解なものは避けるようにしてください。
　　　　＊多くの会員から投稿いただきたいと思いますので、長文はご遠慮願います。（400字詰め原稿用紙４枚程度）
· 募集期間
2013年10月１日～12月16日
· 原稿送り先
１．メールはこちら（極力この方法でお願いします）
２．FAX　　045-201-3253
３．郵送　　〒231-8588
　　　　　横浜市中区日本大通り１
　　　　　　自治労神奈川県職労内
　　　　　　　県退職者いちょう会


	訃　報
　　ご冥福をお祈りいたします。

大滝　英嗣　様
　　　六月二日逝去
星　幸枝　様　

八十三歳

八月二十五日逝去


	秋の日の　　ヴィオロンの

ためいきの　　身にしみて
ひたぶるに　　うら悲し
鐘のおとに　　胸ふたぎ
色かえて　　　涙ぐむ
過ぎし日の　　おもいでや
げにわれは　　うらぶれて
ここかしこ　　さだめなく
とび散ろう　　落葉かな
　　
　ヴェルレーヌ
　　　　上田　敏訳
　　　　「海潮音」より


　　 　　
	相談システムのご利用を！
困ったことが起きたら、直ぐいちょう会に電話を！
　相続のこと、税金のこと、家庭菜園のこと、弁護士の紹介など


　　






